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研究概要

自動血糖値計測システム

近年，糖尿病患者数が著しく増加しており社会問題となっている．糖尿病の予防や治療
のためには血糖値管理が必要不可欠である．しかし従来の血糖値計測(SMBG)機器は
使用方法が煩雑であるため使用者にとって負担が大きい．そのため，SMBG機器の操
作の簡易化および低侵襲化が望まれている．

3次元血管位置探索ユニット

自動採血・血糖値計測ユニット

近赤外光源
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使用法

自動血糖値計測機器に搭載する自動血管探索・採血デバイスの開発

SMBG機器

自動SMBG機器

目的

研究課題

①正確な血管位置の特定
②安定した採血および血糖値計測
③操作の簡易化のための全自動化

3次元血管位置探索システム

自動採血デバイス

ユビキタス医療，糖尿病患者のQOL向上に貢献

自動採血デバイス

光軸角度算出式
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血管深さ算出式

片山 傳生 (同志社大学)

3次元血管位置探索システム

電源

モニタ

ステレオ・合焦点ハイブリット法 血管位置探索システム

① ステレオカメラを平面上で移動させながら画像を取得する．
合焦点法による画像解析により鮮明な血管画像を撮影できる
カメラの位置を特定する．(Fig.1)
・ X軸の移動により両眼で血管を撮影できる位置を特定
・ Z軸の移動によりカメラのピントのズレを補正

② ステレオ法による血管の3次元位置計測を行う．(Fig.2)

X軸の移動方向
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Fig.1 ハイブリット法計測システム
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Fig.2 ステレオ計測の模式図
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探索システムの仕様
・ 光源 ピーク波長870 nmのNIR - LED
・ 撮像 CMOSカメラ 約30万画素
・ 可視化手法 近赤外光による透過型計測

・機構：血糖値センサ一体型シリンジ機構
血管位置探索用ステレオカメラを搭載

・採血量：約10l
・針：低侵襲マイクロ針（外径170，内径80[m] ）
・モータ：リニアステッピングモータ

搬送原理

血糖値センサ

モータ

微小採血針

外径18×50×20[mm]

①穿刺 ②採血 ③血液搬送 ④血液吐出

吸着 吐出ラチェット

血管位置探索の精度評価 自動SMBG機器の開発

◆ y = 0.9708x + 0.0298

■ y = 0.6174x - 0.055
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Depth of blood vessel phantom (mm)

Corrected
value

Measured
value

計測の誤差

平均110m 最大194m
近赤外光の屈折・散乱の補正により

平均 63m 最大111m

〈システムの評価〉

・ ポリアセタール製手指モデル
模擬血管の直径0.5 mm

カメラ

カメラ

自動採血デバイス

制御基板

ステレオカメラ

近赤外光源

手指設置面

血糖値センサ

バッテリー

・複数の手指から採血に適した血管を探索
・ 自動採血・血糖値計測を行う

今後の方向性
シリコン製採血モデルによる採血実験
人手指の計測および採血の実験

手を置きボタンを押すだけで計測可能なシステム

CMOSカメラ

30mm

手指モデルNIR-LEDs

移動ステージ

Fig.3 血管位置探索システム
手指の撮影結果

それぞれ別人の手指

血管の可視化
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